
古
代
の
山
頂
及
び
山
嶺
線
の
歴
史
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理
学
的
意
義
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く
に
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と
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は
じ
め
に

残
丘

(
B
O
ロ
色
。
ロ
o
与
を
結
ぶ
古
代
の
山
嶺
線
は
、
石
器
時
代
人
の
グ
け
も
の
d

を
追
っ
て
移
動
す
る
、

い
わ
ゆ
る
グ
踏
み
分
け
道
d

か
ら
、
や
が
て
自
然
発
生
的
な
人
類
の
交
通
路
と
も
な
り
、
山
嶺
線
に
直
交
す
る
低
い
峠
や
分
水
嶺
が
ま
た
、
両
側
地
域
を
結
ぶ
通
路
と

山
嶺
は
中
世
の
修
験
道
路
ハ
1
〉
と
も
な
り
、

日
本
の
場
合
、

も
な
る
の
で
あ
る
。

一
方
山
頂
や
残
丘
そ
の
も
の
は
神
〈
甘
)
名
備
と
し
て

古
代
人
の
信
仰
の
対
象
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
一
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
前
後
の
古
代
の
名
山
に
し
て
「
記
紀
」
や
「
万
葉
」
に
そ

の
名
を
と
ど
め
る
も
の
も
少
く
な
く
、
さ
ら
に
「
延
喜
式
」
の
式
内
社
に
も
出
羽
三
山
や
上
毛
三
山
に
み
る
よ
う
に
、

一、

0
0
0メ
l

ト
ル
以
上
の
高
山
が
あ
り
、
し
か
も
山
体
は
噴
火
口
を
も
っ
火
山
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
式
内
社
の
垂
直
的
最
高
位
置
は
、
越
中
国
新

川
郡
立
山
の
雄
山
神
社
(
二
、
九
九
二
メ
ー
ト
ル
〉
で
あ
り
、
肥
後
国
阿
蘇
山
の
健
磐
掩
命
神
社
は
標
高
一
、
九
三
九
メ
ー
ト
ル
、
上
野

国
榛
名
神
社
は
一
、
四
四
八
メ
ー
ト
ル
の
高
所
に
鎮
座
す
る
。
ま
た
山
頂
と
山
頂
を
結
ぶ
直
線
が
麓
の
盆
地
や
平
野
に
お
け
る
古
代
の
条

5 

里
計
画
や
宮
都
の
条
坊
計
画
の
基
準
線
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
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さ
ら
に
高
山
を
結
ぶ
非
直
線
的
山
嶺
線
が
、
古
代
の
自
然

的
政
治
境
界
を
形
成
し
て
き
た
こ
と
も
、

い
ま
こ
と
新
し
く

三国山，国見山，古代高山等の旧国男IJ分布(除北海道)

述
べ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
奈
良
時
代
以
降
の
古
文
献
に
出
て
く
る
三
国
山

や
国
見
山
、
さ
ら
に
は
修
験
道
等
に
よ
る
古
代
の
霊
山
、

「
延
喜
式
L

式
内
社
の
う
ち
高
山
に
位
置
す
る
も
の
等
の
分

布
や
そ
の
初
現
の
年
代
等
を
問
題
に
し
た
い
。

付

三
国
山
の
分
布
と
そ
の
年
代

国
山
は
日
本
の
旧
六
八
ヶ
国
及
び
北
海
道
で
も
内
陸
に

位
置
す
る
旧
三
国
の
分
水
嶺
に
位
置
す
る
も
の
で
、
第
一
図

は
三
国
岳
、
三
国
峠
、
二
一
国
丘
等
の
名
称
を
冠
し
た
山
を
・

印
で
、
さ
ら
に
国
見
山
関
係
の
地
名
を
×
、
そ
の
他
古
代
の

文
献
等
で
神
奈
備
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
修
験
道
山
と
し
て

第 1図

知
ら
れ
る
高
山
、
高
地
に
鎮
座
す
る
延
喜
式
内
社
等
古
代
の

名
山
を
A
印
で
地
図
上
に
ド
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

殆
ん
ど
は
海
抜
高
度
一
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
、
又
は
七

t
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八
0
0
メ
ー
ト
ル
の
準
平
原
山
地
に
お
い
て
残
丘
を
形
成
す

る
も
の
、
が
多
い
。
こ
の
う
ち
三
国
山
の
分
布
の
多
い
の
は
同

図
の
斜
線
で
示
し
た
内
陸
図
、
こ
と
に
本
州
島
の
中
央
部
に

位
置
す
る
琵
官
湖
を
と
り
か
こ
む
近
江
国
に
最
も
多
く
分
布

し
て
い
る
(
2
バ
第
二
図
参
照
)
。
ほ
か
に
四
国
で
は
土
佐
、

北近畿の旧諸国と三国山

阿
波
、
伊
予
三
国
境
に
三
傍
示
山
(
一
、

一
五
八
メ

l

ト

ル
)
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
傍
示
ハ
ろ
の
名
が
語
る
よ
う

に
政
治
的
境
界
に
因
む
名
称
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
ま
ず
ふ
る
い
二

O
万
分
一
図
に
つ
い
て
、
と
り

あ
え
ず
旧
三
国
の
境
界
、

つ
ま
り
傍
示
の
名
称
を
検
し
て
み

た
が
、
地
元
民
の
俗
称
は
と
も
か
く
、
そ
の
中
に
は
地
図
に
名

第2図

称
が
な
い
も
の
、
又
は
三
国
に
は
関
係
の
な
い
他
の
名
称
で

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
も
、
可
成
り
存
し
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

た
。
そ
の
中
に
は
甲
武
信
ケ
岳
(
二
、

O
八
二
メ
ー
ト
ル
)

の
よ
う
に
、
三
国
の
具
体
的
な
名
称
を
付
し
た
も
の
も
あ

る。
し
か
し
こ
の
甲
武
信
ケ
岳
(
一
ニ
宝
山
〉
の
近
く
に
は
国
師



ケ
岳
(
二
、
五
九
二
メ
ー
ト
ル
)
そ
の
北
に
は
信
濃
、
上
野
、
武
蔵
コ
一
国
を
堺
す
る
三
国
山
(
一
、
八
一
八
メ
ー
ト
ル
〉
が
あ
る
た
め
、

8 

両
者
を
区
別
す
る
た
め
あ
え
て
甲
武
信
ケ
岳
と
名
付
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
三
国
山
の
名
称
は
、
じ
つ
は
本
州
島
の
旧
六
八
ヶ
国
だ
け
で
は
な
く
、
北
海
道
で
は
旧
石
狩
、
十
勝
、
北
見
三
国
の
境
界

に
三
国
山
(
一
、
五
四
一
メ
ー
ト
ル
〉
、
そ
の
東
の
十
勝
、
北
見
、
釧
路
三
国
境
に
東
三
国
山
〈
一
、
二
三

0
メ
ー
ト
ル
)
が
存
在
す
る

こ
と
で
あ
り
l
二
十
万
分
一
図
「
謹
別
」
|
昭
和
四
年
製
版
|
、
こ
の
場
合
の
名
称
は
明
ら
か
に
明
治
以
後
の
命
名
に
な
る
こ
と
が
わ
か

る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
明
治
年
間
出
版
小
川
琢
治
も
そ
れ
に
序
を
書
い
て
い
る
登
山
家
高
頭
武
の
『
日
本
山
嶺
誌
』
(
ー
か
ら
三
国
山
等
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
も
の
と
、
そ
の
所
属
国
郡
も
あ
げ
る
と
次
の
ご
と
く
な
る
。
た
だ
し
本
書
に
は
命
名
の
年
代
や
歴
史
が
記
る
さ
れ
て
い
な
い
の
が

欠
点
で
あ
る
。
ま
た
標
高
が
尺
で
記
る
さ
れ
て
い
る
が
メ
ー
ト
ル
に
換
算
し
た
場
合
、
現
在
の
そ
れ
と
必
ら
ず
も
一
致
し
な
い
も
の
も
存

す
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
。

第
一
図
中
そ
の
場
所
に
つ
い
て
は
番
号
で
示
し
た
。
関
東
山
系
、
秩
父
山
地
の
三
国
山
(
信
濃
国
南
佐
久
郡
、
武
蔵
国
秩
父
郡
、
上
野

国
多
野
郡
に
跨
る
、
標
高
六
千
四
百
九
千
一
尺
(
一
、
九
六
六
メ
ー
ト
ル
①
)
、
丹
沢
山
塊
三
国
獄
(
駿
河
国
駿
東
郡
、
相
模
国
足
柄
上

郡
、
甲
斐
国
南
都
留
郡
、
標
高
四
千
四
百
二
十
尺
①
〉
、
清
水
山
塊
の
三
国
嶺
(
上
野
国
利
根
、
吾
妻
の
二
郡
、
越
後
国
南
魚
沼
郡
に
跨

る
、
標
高
四
千
五
百
十
四
尺
@
〉
、

飛
騨
高
原
三
国
嶺
(
能
登
国
羽
昨
郡
、

越
中
国
西
踊
波
郡
、

加
賀
国
河
北
郡
に
跨
る
④
)
、

鈴
鹿
山

塊
三
国
最
(
伊
勢
国
員
弁
郡
、
美
濃
国
養
老
郡
、
近
江
国
犬
上
郡
に
跨
る
。
標
高
二
千
六
百
九
十
尺
@
〉
、
伊
賀
山
塊
三
国
山
(
大
和
国

宇
陀
郡
、
伊
賀
国
名
賀
郡
、
伊
勢
国
一
志
郡
に
跨
る
@
)
、
中
国
山
系
三
国
獄
(
丹
波
国
氷
上
郡
、
但
馬
国
朝
来
郡
、
播
磨
国
多
可
郡
に

言
グ
ユ
ガ
セ

γ

跨
る
、
標
高
二
千
八
百
二
十
二
尺
⑦
〉
、
三
国
山
(
因
幡
国
八
頭
郡
、

伯
者
国
東
伯
郡
、

美
作
国
苫
田
郡
に
跨
る
、
標
高
四
千
五
百
六
十



七
尺
@
〉
、
三
国
山
(
出
雲
国
仁
多
郡
、
伯
奮
国
日
野
郡
、
備
後
国
比
婆
郡
に
跨
る
、
標
高
三
千
三
百
十
四
尺
@
)
、
三
因
縁
(
肥
後
国
鹿

本
都
、
曲
一
一
足
後
国
日
田
郡
、
筑
後
国
八
女
郡
に
跨
る
、
標
高
三
千
二
百
八
十
尺
⑬
〉
、
補
遣
の
部
、
三
国
山
(
駿
河
国
駿
東
郡
、
伊
豆
園
田
方

郡
、
相
模
国
足
柄
下
郡
に
跨
る
、
標
高
二
千
五
百
尺
⑪
)
、
丹
波
高
原
三
国
ケ
獄
(
近
江
国
高
島
郡
、

越
前
国
敦
賀
郡
、

若
狭
国
三
方
郡

に
跨
る
、
標
高
凡
二
千
六
百
尺
⑫
)
、
三
国
ケ
獄
(
近
江
国
高
島
郡
、
若
狭
国
遠
敷
郡
、
丹
波
国
北
桑
田
郡
に
跨
る
、
標
高
凡
五
千
尺
⑬
)
、

三
国
獄
(
丹
波
国
何
鹿
郡
、

丹
後
国
加
佐
郡
に
跨
る
標
高
凡
千
六
百
五
十
尺
⑪
)
、

三
国
ケ
獄
〈
近
江
国
高
島
郡
、

若
狭
国
大
飯
郡
、

山
城
国
愛
宕
郡
、
丹
波
国
北
桑
田
郡
に
跨
る
標
高
凡
三
千
百
三
十
五
尺
⑬
)
、
背
振
山
塊
三
国
山
(
肥
前
国
三
養
基
郡
の
北
東
方
に
あ
り
、

標
高
凡
千
三
百
尺
⑬
)
、
檎
木
嶺
〈
別
称
三
国
嶺
、
越
前
国
大
野
郡
、
美
濃
国
郡
上
郡
、

に
跨
る
⑪
。
う
ち
⑪
は
或
は
大
日
岳
(
一
、
七

O
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九
メ
ー
ト
ル
〉
か
と
も
思
わ
れ
る
が
そ
の
場
所
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
十
七
ケ
所
に
す
ぎ
な
い
が
、
例
え
ば
こ
れ
を
地
形
図
に
検
し
て
み
る
と
第
二
図
に
み
る
よ
う
に
上
掲
の
三
国
山
以
外
に
三
国
岳
が

な
お
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
中
に
は
丹
波
国
篠
山
盆
地
南
方
の
三
国
ケ
岳
(
六
四
八
メ
ー
ト
ル
〉
の
よ
う
に
上
掲
の

書
物
に
は
な
く
、
丹
波
、
摂
津
、
播
磨
三
国
の
国
境
よ
り
も
東
側
の
丹
波
、
摂
津
両
国
境
に
位
置
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
も
と

播
磨
と
の
境
界
に
位
置
し
て
い
た
の
が
、
後
に
領
地
に
変
化
を
み
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
其
他
三
国
山
(
岳
)
は
三
国
の
境
界

で
あ
る
か
ら
、
相
接
し
て
存
在
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
こ
と
は
同
図
の
丹
波
、
山
城
、
近
江
の
三
国
岳
(
九
五
九
メ
ー
ト
ル
)
と
若
狭
、

丹
波
、
近
江
の
三
国
岳
(
七
七
六
メ
ー
ト
ル
)
そ
の
他
出
雲
、
伯
替
、
備
後
あ
た
り
の
三
国
山
に
例
を
と
れ
ば
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地

形
図
や
地
図
帖
で
筆
者
が
検
し
た
も
の
に
は
第
一
図
に
番
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
も
合
せ
計
算
す
る
と
す
く
な
く
と
も
コ
一

O
近
く
の
三
国
山
が
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

9 

こ
の
ほ
か
江
戸
時
代
の
国
絵
図
を
検
討
し
て
も
三
国
山
、
国
見
山
の
名
が
既
に
冠
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
く
な
い
が
、
そ
の
初
現
に
つ
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い
て
は
な
お
明
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
次
に
は
、
若
干
の
文
献
や
名
所
図
絵
等
の
説
明
を
み
て
み
る
。
ふ
る
く
は
ま
ず
「
万
葉
集
」
七
巻

の
獣
に
寄
す
る
雑
歌
二
二
六
七
で
は
、
ヱ
ニ
国
山
本
末
に
住
ま
ふ
む
き
さ
び
の
烏
待
つ
が
ご
と
吾
待
ち
痩
せ
む
d

と
あ
り
、
そ
の
場
所
に
つ

い
て
は
越
前
の
三
国
町
を
あ
て
る
が
、
こ
こ
に
は
三
国
山
は
な
く
、
国
の
名
称
は
国
造
名
に
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
関
東

の
三
国
峠
(
一
、
二
四
四
メ
ー
ト
ル
①
〉
が
ふ
さ
わ
し
い
と
も
思
わ
れ
地
元
で
は
案
内
書
に
こ
う
か
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
厳

密
に
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
な
が
ら
こ
の
「
万
葉
集
」
に
は
他
に
も
十
巻
に
、
グ
故
郷
の
神
名
備
山
:
ペ
同
二
巻

む
ら

に
P

う
っ
そ
み
の
人
な
る
吾
や
明
日
よ
り
は
二
上
山
を
兄
弟
と
わ
が
見
む
d

同
一
巻
に
グ
大
和
に
は
群
山
あ
れ
ど
、
と
り
よ
ろ
ふ
天
の
香

久

登
り
立
ち
国
見
を
す
れ
ば
国
原
は
煙
立
ち
立
つ
・
:
ヘ
同
四

O
巻
に
は
グ
安
太
多
良
の
嶺
に
伏
す
:-d
同
七

O
巻
グ
立
山
に
ふ
り
置

け
る
雪
を
:
・
ヘ
の
文
句
が
出
て
来
て
富
士
山
以
外
に
も
こ
の
時
代
に
今
日
の
高
山
や
信
仰
の
山
の
名
が
す
で
に
命
名
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

つ
ぎ
に
享
保
一
二
年
(
一
七
三
七
)
の
『
日
本
輿
地
通
志
』
の
「
大
和
志
」
〈
5
〉
を
み
る
と
、
近
畿
内
の
大
台
原
山
(
一
六
九
五
〉

を
紹
介
し
て
、
グ
其
一
日
ニ
三
国
岳
↓
界
ニ
勢
紀
二
州
↓

一
日
二
巴
カ
岳
↓
有
二
三
水
↓
出
ニ
干
山
中
↓

一
水
南
流
ニ
北
山
川
↓
濯
ニ
干
南
紀
二
水

東
注
為
ニ
勢
州
宮
川
↓

一
方
吉
野
川
水
源
也
:
・
ヘ
と
あ
っ
て
、
神
武
東
征
伝
説
を
と
ど
め
る
大
和
の
大
台
ケ
原
山
が
、
初
現
時
代
に
は
三
国

山

と

呼

ば

れ

た

こ

と

が

知

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

の

『

和

泉

名

所

図

会

』

〈

7
〉
を
ひ
も
と

ふ

せ

や

く
と
、
ム
一
ベ
田
町
航

d

を
説
明
し
て
グ
摂
河
泉
の
堺
也
。
堺
の
名
、
こ
こ
に
起
る
。
「
向
泉
寺
旧
記
」
云
、
行
基
菩
薩
、
伏
屋
を
三
国
の
辻

ほ
と
り

に
建
て
、
旅
人
の
休
所
と
す
。
後
世
改
て
茶
庖
を
設
く
、
近
年
、
此
側
に
標
石
を
建
て
、
裏
に
「
万
葉
」
三
国
山
の
和
歌
を
錆
す
、
按
ず

ま
た
同
じ
江
戸
時
代
の
寛
政
八
年
(
一
七
九
六
)

る
に
此
和
歌
は
越
前
な
る
べ
し
d

と
述
べ
、
さ
ら
に

f
二
国
山
向
泉
寺
d

を
説
明
し
て
は
P

市
之
町
の
東
に
あ
り
:
・
旧
地
、
摂
河
泉
の
堺

な
れ
ば
、
三
国
山
と
号
し
、
又
旧
地
に
名
井
あ
り
。
行
基
僧
正
、
こ
れ
を
掘
し
め
給
ふ
。
故
に
向
井
寺
と
も
い
ふ

-
J
と
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
さ
き
に
も
問
題
に
し
た
越
前
国
坂
井
郡
三
国
町
に
は
「
延
喜
式
」
々
内
社
の
三
国
神
社
は
現
に
存
在
す
る
が
、
付
近
は
旧
三
国



の
境
に
も
相
当
せ
ず
、
こ
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
は
明
か
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
三
国
の
名
称
は
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
『
先
代
旧
事

本
紀
』
ハ
6
U
巻
十
に
も
出
て
来
て
お
り
、
越
前
国
が
、
高
志
、
三
国
、

角
鹿
三
国
を
指
す
と
も
思
わ
れ
、

現
三
国
町
付
近
が
三
国
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
地
図
上
三
国
山
或
は
三
国
岳
そ
の
他
類
似
の
名
称
を
冠
す
る
高
山
の
分
布
が
、
分
水
嶺
に
近
く
そ
の
麓
の
峠
や
河
川
が
古
く

か
ら
三
国
間
の
交
通
路
を
形
成
し
て
い
た
も
の
も
多
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
問
題
の
関
東
の
三
国
山
脈
を
越
え
る
三
国
山
(
一
、
六
一
一
工
ハ

メ
ー
ト
ル
)
の
麓
の
三
国
峠
(
一
、
二
四
四
メ
ー
ト
ル
〉
に
は
今
も
な
お
国
道
一
七
号
線
が
通
過
す
る
ほ
か
、
第
三
図
は
出
雲
、
備
後
、

古代の山頂及び山嶺線の歴史地理学的意義11 

石
見
三
国
境
の
三
国
山
八
三

0
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
東
側
の
赤
名
峠
に
は
現

国
道
五
四
号
線
が
広
島
県
三
次
市
を
島
根
県
宍
道
町
に
結
ぶ
、

ほ
か
に
西
側

で
は
山
麓
に
三
次
盆
地
に
源
を
発
す
る
江
ノ
川
上
流
の
可
愛
川
の
先
行
谷
が

三国山と交通位置

迫
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
古
代
に
あ
っ
て
は
こ
の
国
道
五
四
号
線
が
出
雲
、

備
後
両
国
府
を
結
び
、
江
川
ま
た
備
後
国
府
を
石
見
国
府
に
結
び
つ
け
る
重

要
な
交
通
路
を
形
成
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
(
8
Y

と
こ
ろ
で
再
び
、
こ
の
三
国
山
の
命
名
の
起
源
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず

第 3図

大
化
年
代
の
国
郡
制
実
施
或
は
そ
れ
以
前
に
命
名
さ
れ
た
も
の
か
否
か
が
問

題
に
な
る
が
、
さ
き
の
北
海
道
の
例
を
別
に
し
て
も
、
大
阪
府
堺
の
三
国
の

例
は
和
泉
国
が
河
内
国
か
ら
分
離
す
る
天
平
年
間
(
七
四
一
〉
以
後
の
も
の

で
あ
る
こ
と
、
同
様
に
能
登
国
の
存
在
も
養
老
二
年
(
七
一
八
)
又
は
天
平
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宝
字

〈
七
五
七
)
以
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
新
誕
生
の
国
を
境
す
る
三
国
山
の
命
名
が
年
代
的
に
は
、
こ
れ
以
前
に
朔
り
得

な
い
こ
と
、
そ
の
他
旧
三
国
の
境
の
山
に
、
地
図
上
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
等
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
命
名
の

起
源
は
ふ
る
い
が
郡
郷
の
如
き
全
国
画
一
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
最
後
の
章
で
国
見
山
等
と

関
連
し
て
拙
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

tコ

国
見
山
の
分
布
と
そ
の
年
代

つ
ぎ
に
国
見
山
の
場
合
も
文
献
の
初
現
は
ふ
る
く
、

E
っ
そ
の
分
布
は
三
国
山
と
同
様
現
在
で
も
各
地
に
す
く
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の

や

そ

た

け

る

う

で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
日
本
書
紀
」
神
武
即
位
前
紀
に
は
冬
十
月
、
グ
先
ず
八
十
長
帥
を
国
見
丘
に
撃
ち
て
破
り
斬
り
つ
・
:
0
4

と
あ
る
。
第

四
図
神
武
東
征
、

台
高
山
地
越
え
の
コ
l
ス
(
矢
印
)
中
に
一
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
国
見
山
が
二
ケ
所
も
存
在
す
る
こ
と
は
す

U

奈
良
時
代
に
こ
の
神
武
東
征
の
記
事
を
参
照
し
な
が
ら
命
名
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
こ
の
南
北
の
台
高
山
地
と
東
西
の
高
見
山
地

が
交
叉
す
る
付
近
に
は
一
、
二
四
九
メ
ー
ト
ル
の
高
見
山
が
あ
り
、
こ
の
上
に
立
つ
と
奈
良
盆
地
は
も
と
よ
り
伊
勢
海
を
も
遠
望
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
ま
た
三
国
山
の
別
名
で
呼
ば
れ
た
大
台
ケ
原
岳
(
日
出
岳
〉
が
ま
た
こ
の
台
高
山
地
で
の
最
高
の
一
、
六
九
五
メ
ー
ト
ル

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
、

し
か
も
こ
こ
に
神
武
伝
説
の
存
在
す
る
こ
と
は
、
三
国
山
も
国
見
山
も
そ
の
命
名
の
年
代
が
相
近
い
こ
と
を
物

語
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
の
ほ
か
国
見
と
い
う
言
葉
は
帝
王
や
豪
族
支
配
者
が
そ
の
領
土
を
望
見
す
る
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
「
万
葉
集
」

巻
一
の
「
天
皇
、
香
久
山
に
登
り
て
望
国
し
ま
し
し
時
の
、
御
製
の
歌
に

P

大
和
に
は
群
山
あ
れ
ど

と
り
よ
ろ
ふ

天
の
香
具
山
登

り
立
ち

国
見
を
す
れ
ば
国
原
は

煙
立
ち
立
つ
海
原
は
:
l
d

の
歌
か
ら
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
。

」
の
場
合
の
国
見
山
が
天
の
香
具

山
だ
と
す
る
と
、
国
見
山
は
必
ら
ず
も
高
山
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
国
見
山
に
つ
い
て
も
ま
た
さ
き
の
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国

『
日
本
山
毅
志
』
に
登
録
さ
れ

て
い
る
も
の
は
つ
ぎ
の
十
六

ヶ
国 所
見.が
嶺5あ
( る
羽

後
国

仙

北

郡
、
陸
中
国
岩
手
郡
〉
、

国

見
獄
(
越
前
国
、
坂
井
、
丹
生

台高山地の国見山

の
二
郡
に
跨
る
、
標
高
二
千

百
五
尺
)
、
国
見
山
(
「
式
按

ス
ル
ニ
、
三
国
山
ト
同
異
名

一
ア
ラ
ザ
ル
カ
」
大
和
国
字

第4図

陀
郡
伊
勢
国
一
志
郡
ニ
跨

ル
、
標
高
二
千
八
百
三
十
九

尺
〉
、
国
見
獄
(
大
和
国
添

上
、
山
辺
ノ
二
郡
に
跨
る
〉
、

国
見
山
(
阿
波
国
三
好
、
美

馬
の
二
郡
に
跨
る
、
標
高
四

千
六
百
七
十
九
尺
H
二、
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圏固

六
三
メ
ー
ト
ル
)
、
国
見
山
(
土
佐
園
長
岡
郡
の
中
央
に
あ
り
〉
、
国
見
獄
(
肥
後

国
上
益
城
、

八
代
の
二
郡
、

臼
向
国
東
臼
杵
郡
に
跨
る
〉
、
国
見
獄
(
大
隅
国
肝

景行の熊襲征代ルートと国見山

属
郡
ノ
東
方
)
、
国
見
殺
(
別
称
西
獄
、
肥
前
国
西
松
浦
、
北
松
浦
、

の
二
郡
に
跨

る
、
標
高
二
千
六
百
三
十
尺
)
、
国
見
嶺
(
日
向
国
西
諸
県
郡
肥
後
園
球
摩
郡
に

跨
る
)
、
国
見
山
(
肥
後
国
葺
北
球
摩
の
二
郡
に
跨
る
、
標
高
二
千
九
百
二
十
一

タ
ウ
ゲ

尺
)
、
補
遺
、
国
見
嶺
(
陸
前
国
加
美
郡
、
羽
前
田
北
村
山
郡
、
標
高
千
六
百
五

十
七
尺
)
、
国
見
山
(
常
陸
国
久
慈
郡
の
東
南
方
、
標
高
六
百
五
十
四
尺
〉
、
国
見

山
(
近
江
国
東
浅
井
郡
、
美
濃
国
揖
斐
郡
に
跨
る
、
標
高
凡
三
千
六
百
尺
)
、
国

見
嶺
(
日
向
園
児
湯
郡
の
南
西
方
に
あ
り
、
標
高
二
千
百
七
十
一
尺
〉
、
国
見
山

第5図

(
日
向
国
西
臼
杵
郡
、
肥
後
国
阿
蘇
郡
に
跨
る
、
標
高
三
千
六
百
九
十
六
尺
〉

三
国
山
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
府
県
別
地
図
で
み
る
と
も
っ
と
そ
の

数
が
多
く
、
ま
た
こ
の
場
合
は
三
国
で
は
な
く
二
国
に
ま
た
が
る
も
の
、
が
多
い
。

ま
た
眼
下
に
は
か
つ
て
律
令
期
の
国
府
が
お
か
れ
て
い
た
り
、
条
里
地
割
が
施
行
せ
ら
れ
た
地
方
の
政
治
的
中
心
や
古
代
文
化
の
中
心
地

い
ま
こ
れ
を
第
五
図
に
示
し
た
九
州
の
日
向
、
薩
摩
、
肥
後
三

を
見
お
ろ
す
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

ふ
し
ぎ
に
も
そ
の
位
置
が
書
紀
に
あ
る
景
行
天
皇
の
熊
襲
征
伐
の
ル

l
卜
に

国
の
接
す
る
そ
の
名
も
国
見
山
脈
付
近
に
つ
い
て
み
る
と
、

日
向
か
ら
入
っ
た
天
皇
は
十
八
年
の
春
三
月
、
之
尽
に
向
さ
む
と
て
、
筑
紫

沿
っ
て
分
布
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

国
に
巡
狩
す
。
始
め
て
夷
守
に
到
る
:
・
夏
四
月
の
壬
戊
の
朔
甲
子
に
熊
県
に
到
る
:
・
o
d

の
記
事
中
夷
守
は
「
延
喜
式
」
の
夷
守
駅
で
、
現
宮



崎
県
の
小
林
市
に
近
い
。
景
行
は
お
そ
ら
く
現
国
道
二
二
一
号
線
に
沿
っ
て
国
見
山
脈
を
越
え
て
熊
本
県
の
人
吉
市
す
な
わ
ち
熊
県
に
出

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
興
味
の
あ
る
こ
と
は
こ
の
山
脈
の
尾
根
沿
い
に
同
図
A
B
C
三
つ
の
国
見
山
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

'? 

ま
り
景
行
は
こ
の
山
脈
現
肥
薩
線
の
ト
ン
ネ
ル
の
上
を
南
北
に
越
え
た
だ
け
で
は
な
く
A
の
国
見
山
(
八
六
一
メ
ー
ト
ル
〉
の
上
に
た
っ

て
は
え
び
の
市
に
存
し
た
延
喜
式
の
駅
家
た
る
真
訴
駅
付
近
を
見
お
ろ
し
ハ
乙
、

B
の
国
見
山
か
ら
は
西
南
に
大
口
盆
地
を
、

さ
ら
に

C

の
国
見
山
(
九
六
九
メ
ー
ト
ル
〉
か
ら
は
人
吉
盆
地
を
望
見
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
般
に
こ
の
国
見
山
に
立
っ
て
都
市
計

画
が
行
わ
れ
う
る
こ
と
は
、
は
じ
め
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
盆
地
の
条
里
地
割
の
基
準
線
と
な
り
得
た
こ
と
か
ら
も
考
え
う
る
の
で
あ
っ

て
、
大
脇
保
彦
は
高
知
平
野
の
条
里
地
割
が
平
野
の
西
北
隅
に
そ
び
え
る
国
見
山
か
ら
見
通
し
た
こ
と
、
ま
た
筆
者
は
こ
れ
を
近
江
国
の
湖

古代の山頂及び山嶺線の歴史地理学的意義

東
平
野
条
里
の
基
準
線
に
つ
い
て
も
信
仰
の
山
油
日
岳
か
ら
湖
西
の
迎
木
峠
を
見
通
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
が
、
こ
の
九
州
地

方
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
延
喜
式
」
に
み
る
古
道
や
駅
家
を
調
査
し
た
ハ
9
u
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
三
市
の
古
い
地
割
に
つ
い

て
は
な
お
調
査
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
国
見
山
地
名
の
分
布
が
東
日
本
に
較
べ
て
西
日
本
、
こ
と
に
九
州
に
多
く
、

し
か
も

後
者
の
場
合
、
第
五
図
や
第
四
図
の
よ
う
に
高
山
の
山
嶺
線
に
相
接
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
、
国
見
を
す
る
場
所
が
必
ら
ず
も
一
つ
だ
け

と
は
限
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
前
方
後
円
墳
に
は
じ
ま
る
大
和
政
権
の
成
長
は
、
夫
々
の
土
地
支
配
の
た
め
の
領
国
の
監
視
を
必

要
な
ら
し
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
し
め
る
。
こ
れ
を
福
井
市
西
方
の
国
見
岳
(
六
五
六
)
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
こ
こ
か
ら
南
方
に

越
前
国
府
の
お
か
れ
た
武
生
市
街
も
遠
望
出
来
る
と
い
う
@
。
と
こ
ろ
が
こ
の
国
見
関
係
の
地
名
の
年
代
に
つ
い
て
も
三
国
の
場
合
と

同
様
、
国
見
町
等
の
町
名
も
あ
る
。
例
え
ば
こ
れ
を
九
州
地
方
に
つ
い
て
み
る
と
、
長
崎
県
の
島
原
半
島
と
大
分
県
の
国
東
半
島
の
、
と

も
に
海
岸
部
に
あ
る
町
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
戦
後
に
町
村
が
合
併
さ
れ
て
、
誕
生
し
た
新
町
で
全
く
、
古
代
の
国
見
山
等
と

15 

関
係
が
な
い
名
称
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
宮
崎
県
の
椎
葉
村
と
五
ヶ
瀬
の
境
に
あ
る
国
見
峠
は
海
抜
一
、
二

0
0
メ
ー
ト
ル
の



九
州
山
地
に
あ
っ
て
伝
説
の
日
向
市
の
海
岸
平
野
を
展
望
出
来
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
名
称
の
由
来
や
年
代
は
明
か
で
は
な
い
。
ほ

16 

か
に
眼
下
へ
の
展
望
の
き
く
山
と
し
て
は
高
見
山
等
の
名
称
を
付
し
た
高
山
が
、
旧
大
和
、
伊
勢
聞
の
そ
の
名
も
高
見
山
地
に
み
ら
れ
る

が
(
一
、
二
四
九
メ
ー
ト
ル
)
こ
の
場
合
も
由
緒
は
な
お
明
か
で
は
な
い
。

同

「
延
喜
式
」
式
内
荘
に
み
る
高
山
と
甘
南
備
山
そ
の
他

最
後
に
古
代
の
高
山
が
中
世
の
修
験
道
と
関
係
深
く
、

日
本
人
の
山
岳
崇
拝
が
早
く
か
ら
み
ら
れ
た
こ
と
を
ま
ず
「
延
喜
式
」
所
収
の

式
内
社
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
式
内
社
は
大
小
座
併
せ
て
日
本
全
国
に
約
三
、

0
0
0以
上
鎮
座
分
布
す
る
が
、
そ
の
中
に
は

一、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
山
に
分
布
す
る
も
の
や
、
そ
の
起
源
が
可
成
り
古
く
自
然
崇
拝
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
等
が
多

く
、
日
本
古
代
に
お
け
る
山
岳
や
山
嶺
線
の
も
つ
重
要
性
を
知
ら
し
め
る
。
ま
ず
垂
直
的
分
布
の
上
で
最
高
度
の
位
置
に
あ
る
も
の
と
し

て
は
越
中
国
新
川
郡
雄
山
神
社
の
二
、
九
九
二
メ
ー
ト
ル
が
あ
げ
ら
れ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
社
は
立
山
を
御
神
体
と
す
る
も
の
。
社
伝
で
は
大
宝
元
年
(
七

O
一
〉
当
地
の
名
族
佐
伯
有
頼
が
創
立
し
、
後

に
立
山
修
験
道
の
霊
地
と
し
て
栄
え
た
と
い
う
。

つ
い
で
白
山
を
御
神
体
と
す
る
加
賀
国
石
川
郡
の
白
山
比
時
神
社
の
御
前
岳
の
頂
上
に

鎮
座
す
る
奥
宮
の
ニ
、
九
九
二
メ
ー
ト
ル
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
日
〉
。
他
に
月
山
(
一
、
九
八

0
メ
ー
ト
ル
〉
、
出
羽
〈
羽
黒
山
〉
、
湯

殿
山
三
神
社
も
そ
の
鎮
座
は
ふ
る
く
、

例
え
ば
月
山
神
社
の
ご
と
き
は
推
古
天
皇
代
に
朔
る
と
さ
れ
る

av
こ
れ
ら
三
山
ま
た
中
世
に

は
山
伏
の
道
場
と
し
て
知
ら
れ
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
赤
城
(
一
、
八
二
八
メ
ー
ト
ル
)
.
榛
名
(
一
、

一
O
四
メ
ー
ト
ル
〉
、

妙
義
(
一
、
一

O
四
メ
ー
ト
ル
〉
の
名
で
知
ら
れ
る
上
毛
三
社
の
起
源
も
ふ
る
い
。
「
延
喜
式
」
巻
十
神
名
帖
の
上
野
国
十
二
座
の
う
ち
、

ア
カ
ギ

昨
骨
郡
三
座
の
中
に
伊
加
保
神
社
名
神
大
、
務
名
神
社
が
あ
り
、
勢
田
郡
一
座
は
走
城
神
社
名
神
大
と
な
っ
て
い
る
。
榛
名
神
社
は
ア
ス



ピ
テ
式
の
月
山
で
代
表
さ
れ
る
榛
名
湖
の
横
に
あ
る
。
出
羽
三
山
と
い
い
、
こ
の
上
毛
三
山
と
い
い
、

い
ず
れ
も
古
代
人
の
火
山
へ
の
信

仰
と
深
い
関
係
の
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
九
州
で
は
肥
後
国
四
座
の
う
ち
阿
蘇
郡
三
座
と
は
は
じ
め
に
も
述
べ
た
健
磐
竜

命
神
社
名
神
大
、
阿
蘇
比
時
神
社
、
国
造
神
社
と
も
噴
火
口
の
外
輪
山
や
中
岳
(
一
、
二
ニ
七
メ
ー
ト
ル
)
に
あ
っ
て
山
の
噴
火
と
そ
の

歴
史
を
共
に
し
、
天
孫
降
臨
の
神
話
を
も
っ
霧
島
神
宮
も
ま
た
式
内
社
で
日
向
国
に
所
属
し
て
い
る
。
こ
の
他
式
内
社
の
中
で
温
泉
神
社

(
陸
奥
国
磐
城
郡
)
等
温
泉
に
因
む
も
の
も
多
く
、
火
山
や
湧
泉
地
が
古
く
か
ら
人
類
の
居
住
地
に
な
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

一
方
、
高
山
に
鎮
座
す
る
式
内
祉
の
中
に
は
山
城
国
綴
喜
郡
甘
南
備
の
ご
と
く
、

ふ
る
く
か
ら
神
の
鎮
座
す
る
場
所
と
し
て
、
あ
が
め

古代の山頂及び山嶺線の歴史地理学的意義

ら
れ
た
も
の
が
、
甘
南
備
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
る
例
も
あ
り
、
「
万
葉
集
」
に
も
一
一
一
輪
山
を
は
じ
め
竜
田
等
神
が
宿
る
山
を
歌
っ
た
も
の

が
あ
る
。

一
方
北
九
州
で
は
、
標
高
三
二
一
メ
ー
ト
ル
な
が
ら
高
良
山
の
神
寵
石
と
共
に
鎮
座
す
る
筑
後
国
三
井
郡
高
良
玉
垂
命
神
社
等

が
あ
っ
て
、
そ
の
年
代
の
ふ
る
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
山
城
国
の
甘
南
備
神
社
に
つ
い
て
筆
者
は
か
つ
て
、
平
安
京
造
営
時
に
北
の
舟
岡

山
か
ら
こ
の
生
駒
山
地
の
残
丘
状
の
甘
南
備
神
社
を
見
通
し
た
南
北
線
が
、
そ
の
中
央
の
基
準
線
、

つ
ま
り
朱
雀
大
路
に
な
り
、
或
は
さ

ら
に
ふ
る
く
山
城
盆
地
全
体
の
条
里
地
割
の
基
準
線
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
し
ハ
9
Y
近
江
国
鈴
鹿
山
地
の

油
日
岳
も
ま
た
古
来
信
仰
の
山
と
し
て
知
ら
れ
る
し
、
ほ
か
に
こ
の
種
信
仰
の
厚
い
高
山
に
は
、
須
恵
器
や
土
師
器
等
を
出
土
す
る
、

L 、

わ
ゆ
る
祭
紐
遺
跡
の
性
格
を
も
つ
も
の
も
少
く
な
い
。
す
で
に
あ
げ
た
第
四
図
の
大
和
の
台
高
山
地
西
側
の
大
峰
山
地
の
玉
置
山
(
一
、

O
七
0
メ
ー
ト
ル
)
等
も
こ
の
部
類
に
属
す
る
し
、
北
の
大
峰
山
(
一
、
七
一
九
メ
ー
ト
ル
)
が
ま
た
関
西
に
お
け
る
修
験
道
の
メ
ッ
カ

い
ho
み
ね

と
さ
れ
今
日
に
及
ん
で
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
こ
の
種
目
本
山
地
に
お
け
る
修
験
の
入
峯
道
や
、
そ
の
拠
点
と
な
っ
た
全

国
の
主
要
な
山
々
に
つ
い
て
は
長
野
覚
の
北
九
州
の
英
彦
山
を
中
心
と
し
た
研
究
発
表

auが
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
こ
と
に

17 

す
る
。
ま
た
経
塚
等
を
ふ
く
む
祭
組
考
古
学
や
山
地
の
古
代
寺
院
世
等
の
研
究
か
ら
進
ん
で
、
近
年
で
は
旧
石
器
時
代
に
ま
で
湖
る
ふ
る



18 

く
か
ら
の
人
類
の
山
地
居
住
や
山
嶺
線
の
移
動
が
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
っ
て
(
担
、

日
本
に
お
け
る
山
頂
や
山
嶺
線
の
利
用
が
極
め
て
ふ

る
い
時
代
か
ら
存
在
し
た
こ
と
を
知
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

む
す
び

日
本
の
古
代
に
お
け
る
政
治
的
領
域
の
設
定
や
直
線
国
境
に
つ
い
て
は
す
で
に
桜
井
正
信
、
服
部
昌
之
両
氏
に
よ
っ
て
夫
々
に
論
じ
ら

れ
た
。
桜
井
は
東
国
坂
東
の
場
合
は
、
上
野
国
の
多
胡
郡
を
み
る
と
大
宝
令
施
行
よ
り
も
十
年
も
お
く
れ
て
、
和
銅
四
年
(
七
一
一
〉
に

国
郡
の
設
置
が
一
応
お
え
て
の
ち
に
、
多
胡
郡
で
創
設
さ
れ
て
い
る

2
〉
と
述
べ
、
服
部
ま
た
直
線
国
境
が
国
郡
皇
制
段
階
に
遡
ら
し
う
る

こ
と
を
確
認
出
来
た
。
地
割
制
の
施
行
と
ほ
ぼ
同
一
時
期
に
相
関
連
し
て
直
線
国
境
が
測
設
画
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
:
入
日

r

と
述
べ
る
。
服
部
の
場
合
の
地
割
制
と
は
条
里
地
割
の
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
そ
の
起
源
を
律
令
制
以
前
に
朔
ら
し
め
ず
、
地
域
に
よ

る
施
行
時
期
の
差
を
認
め
て
い
る
。

筆
者
も
ま
た
両
氏
の
説
に
賛
同
で
あ
り
、
こ
と
に
山
頂
を
見
透
し
た
直
線
が
平
野
の
条
里
や
計
画
道
路
と
深
い
関
係
の
あ
る
こ
と
を
、

平
安
京
の
朱
雀
大
路
の
延
長
線
や
湖
東
平
野
の
条
里
の
方
向
等
と
関
連
し
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ハ

9vav
た
だ
こ
の
場
合
、

筆
者
は

そ
の
施
行
の
時
期
を
律
令
期
よ
り
も
、
さ
ら
に
ふ
る
い
考
古
学
的
古
代
に
求
め
、
そ
れ
が
大
化
改
新
や
大
宝
律
令
の
時
期
を
経
て
徐
々
に

完
成
さ
れ
、
駅
制
の
ご
と
き
は
や
が
て
衰
微
し
、
道
路
の
み
は
現
在
に
ま
で
踏
襲
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
紀
記
の
内
容
を

奈
良
時
代
に
編
さ
ん
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
中
に
あ
る
神
武
即
位
以
後
の
物
語
り
的
記
事
と
大
化
時
代
の
記
事
と
の
聞
に
は

年
代
の
前
後
が
存
し
た
筈
で
あ
る
と
す
る
前
提
に
立
つ
。
こ
の
場
合
考
古
学
で
い
う
原
史
時
代
、
す
な
わ
ち
前
方
後
円
墳
で
代
表
さ
れ
る

応
神
、
仁
徳
の
時
代
を
考
古
学
的
古
代
と
名
付
け
る
。



国
郡
制
や
道
路
、
土
地
割
に
関
し
て
は
周
知
の
よ
う
に
、
す
で
に
『
日
本
書
紀
』
崇
神
十
年
九
月
の
条
の
が
大
彦
命
を
以
て
北
陸
に
遣

す
。
・
:
武
停
川
別
を
も
て
東
海
に
遣
す
:
イ
の
四
道
や
、
同
景
行
四
年
の
グ
七
十
余
の
子
は
、
皆
国
郡
に
封
さ
せ
て
、
各
其
の
国
に
如
か

お

し
む
:
・
是
の
月
に
美
濃
の
国
造
:
-
d

の
文
句
、
同
成
務
四
年
の
グ
今
よ
り
以
後
、
国
郡
に
畏
を
立
き
、
県
邑
に
首
を
た
て
ん
:
・
d

。
五
年

グ
諸
国
に
令
し
て
、
国
郡
に
造
長
を
た
て
、
県
邑
に
稲
置
を
置
つ
:
・
。
山
河
を
隔
ひ
て
国
県
に
分
ち
、
肝
陪
に
随
ひ
て
、
邑
里
を
定
む
。

因
り
て
東
西
を
日
縦
と
し
、
南
北
を
日
横
と
す
:-d
の
記
事
が
存
し
、
こ
れ
を
『
古
事
記
』
に
つ
い
て
い
え
ば
、
山
宗
神
天
皇
時
に
東
の
方

十
二
道
に
遣
は
し
d

と
か
成
務
天
皇
の
条
で
は
グ
国
々
の
堺
、

ま
た
大
県
小
県
の
県
主
を
定
む
d

等
の
同
じ
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
し
か

も
こ
の
記
事
が
後
の
『
書
紀
』
孝
徳
の
大
化
二
年
の
条
の
グ
凡
そ
畿
内
は
:
・
凡
そ
郡
は
四
十
里
を
以
て
大
郡
:
・
其
郡
司
に
は
並
に
国
造
の

古代の山頂及び山嶺線の歴史地理学的意義

性
識
清
廉
・
:
。
班
回
収
授
之
法
を
造
れ
。
凡
て
五
十
戸
を
里
と
す
:-d
等
々
と
な
っ
て
法
令
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
も
と
あ
っ
た
も
の

の
修
正
完
備
だ
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
奈
良
盆
地
の
横
大
路
は
古
墳
時
代
古
代
の
墓
道
が
の
ち
に
竹
内
街
道
と
な
り
景
行
の
上
述
の
熊
襲
遠
征
ル

l
ト
が
後
に
「
延

喜
式
」
の
官
道
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
国
見
山
や
三
国
山
の
名
称
も
最
初
存
し
た
も
の
が
国
郡
制
完
成
と
と
も
に
、
そ
の
境

界
の
傍
示
の
役
割
を
も
っ
て
画
一
的
に
定
め
ら
れ
た
の
か
と
な
る
が
、
道
路
等
景
観
的
な
も
の
で
な
く
、
地
名
の
ご
と
き
も
の
に
は
な
お

問
題
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
地
名
の
命
名
は
律
令
期
以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
い
神
武
即
位
前
紀
に
国
見
山
の
名

が
出
、
景
行
の
遠
征
路
に
国
見
山
が
あ
り
、
景
行
が
国
見
を
し
た
こ
と
が
事
実
で
あ
っ
て
も
、
律
令
期
の
人
々
が
往
時
を
想
像
し
て
名
付

け
た
と
考
え
て
よ
い
。
の
み
な
ら
ず
三
国
山
に
関
す
る
限
り
旧
六
八
ヶ
国
の
境
界
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
前
の
国
の
境
界
で
は

な
い
こ
と
の
ほ
か
、

一
方
そ
れ
以
後
の
も
の
も
あ
る
こ
と
は
既
述
の
和
泉
国
等
新
設
の
国
の
境
界
に
あ
っ
た
り
、
東
山
道
の
陸
奥
国
が
そ

19 

の
後
、
陸
奥
、
陸
中
、
陸
前
、
磐
城
、
岩
代
、
羽
前
、
羽
後
の
諸
国
と
な
り
、
こ
れ
ら
新
誕
生
の
三
国
の
境
に
も
三
国
山
が
存
す
る
こ
と



千
島
、
天
塩
、
北
見
以
下
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
設
置
の
北
海
道
、

20 

(
第
一
図

A
印
〉
、
ま
た
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、

十
一
ヶ
国
の

三
国
の
境
に
も
三
国
山
の
名
称
が
地
形
図
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
最
初
三
国
山
の
名
称
が
畿
内
を
中
心
と
し
た
あ
る
山
々
に
命
名
さ
れ
た

の
が
次
第
に
地
方
の
国
々
に
も
伝
播
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
命
名
の
仕
方
が
画
一
的
で
な
く
、
し
か
も
今
に
な
お
旧
三

国
境
の
山
の
名
称
が
、
無
名
の
も
の
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
そ
の
傍
一
示
と
し
て
の
政
治
地
理
的
意
義
が
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
か
っ
た
も
の

と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
現
地
形
図
に
三
国
山
の
名
称
が
あ
っ
て
も
、
江
戸
時
代
の
国
絵
図
に
必
ら
ず
し
も
そ
の
名
が
み
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
今
後
は
さ
ら
に
現
地
で
の
調
査
や
伝
承
の
研
究
が
必
要
と
な
る
。

3主

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

五
来
重
、
修
験
道
の
歴
史
瞥
見
(
「
自
然
と
文
化
」
冬
季
号
)
一
九
七
六

藤
岡
謙
二
郎
、
近
江
の
古
代
歴
史
地
理
に
関
す
る
目
下
の
私
の
関
心
問
題

(
F
H
G

向
、
三
国
の
国
境
地
帯

(
F
H
G

五
五
号
)
一
九
七
九

谷
岡
武
雄
『
聖
徳
太
子
の
傍
示
石
』
昭
和
五
一
年

高
頭
武
編
『
日
本
山
獄
志
』
明
治
三
八
年

『
日
本
輿
地
通
志
』
享
保
二
年

鎌
田
純
一
『
先
代
旧
事
本
紀
の
研
究
』
昭
和
三
五
年

『
和
泉
名
所
図
会
』
柳
原
書
庖
復
刻
昭
和
五
一
年

藤
岡
謙
二
郎
『
過
疎
化
の
進
む
内
陸
盆
地
と
河
谷
地
域
』
昭
和
四
七
年

間
『
景
観
変
遷
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
昭
和
五
二
年

同
編
『
古
代
日
本
の
交
通
路
』

(
N
日
向
国
)
昭
和
五
四
年

藤
岡
謙
二
郎
古
代
都
市
域
と
現
在
を
考
え
る
(
「
地
域
」
6
)

岡
田
米
夫
、
日
本
史
小
百
科
『
神
社
』
昭
和
五
二
年

一
九
七
六

四
一
二
号
)

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8〉

(
9
)
 

(
叩
)

(
U
)
 

一
九
八



古代の山頂及び山嶺線の歴史地理学的意義

桜
井
徳
太
郎
監
修
『
歴
史
の
山
一

O
O選
』
昭
和
四
九
年

(
臼
)
長
野
党
『
日
本
の
山
地
に
形
成
さ
れ
た
入
峯
道
(
行
者
道
)
の
歴
史
地
理
的
予
察
』
昭
和
五
五
年
度
歴
史
地
理
学
大
会
発
表

(
日
)
戦
後
全
国
各
地
に
山
地
の
岩
蔭
遺
跡
や
高
地
遺
跡
が
問
題
に
な
り
、
例
え
ば
河
内
、
大
和
両
国
を
境
す
る
こ
上
山
腹
で
の
旧
石
器
の
分
布
等
で

あ
る
。八

幡
一
郎
『
日
本
中
部
山
地
に
於
け
る
縄
文
早
期
文
化
の
研
究
』
(
上
、
中
)
昭
和
四
七
年
、
同
五
三
年

橿
原
考
古
学
研
究
所
付
属
博
物
館
『
展
示
解
説
』
等
参
照

小
野
忠
康
編
『
高
地
位
集
落
跡
の
研
究
』
昭
和
五
四
年

桜
井
正
信
古
代
地
域
の
設
定
と
そ
の
方
法
令
歴
史
地
理
学
紀
要
』
日
)
昭
和
八
年

服
部
昌
之
古
代
の
直
線
国
境
に
つ
い
て
(
同
右
)
昭
和
五

O
年

藤
岡
謙
二
郎
計
画
道
路
と
街
道
の
歴
史
的
踏
襲
性
(
『
地
理
学
と
歴
史
的
景
観
』
)
昭
和
五
二
年

(
M
H
)
 

(
日
)

(
日
)
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